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 そのシェイクスピアの戯曲『ハムレット』は 1800 年頃にドイツでも流行し、多くの翻訳本が発行された。そのなかで
も、アウグスト・ヴィルヘルム・フォン・シュレーゲル（1767-1845）のドイツ語による翻訳は今日も親しまれている。そ
のシュレーゲルの翻訳を使用して作曲されたロイターのオペラ《ハムレット》は、「音楽のための劇」と副題が付けられ、
また、曲中の独唱箇所に挟まれて、ときおり台詞などが入れられるなど、シェイクスピアの演劇であることが強調されてい
る。 
 オペラではないが、演劇の舞台で歌われるためにブラームスによって作曲された《５つのオフェーリアの歌》は、民謡
のような調べで、喜ばしい内容のテキストには悲しい音楽が、憂鬱な内容のテキストには朗らかな音楽が用いられた。それ
に対して、シュトラウスとロイターは、調性をあいまいにしてオフェーリアの狂気を作曲した。また、ロイターは複調性を
多く用いることで、オフェーリアの分裂した感情を表現した。 
 作曲技法に相似する点が多い、シュトラウスとロイターの作品だが、大きな差異は戯曲『ハムレット』中のオフェーリ
アによる台詞が、楽曲内に組み込まれたか、そうでないかである。その台詞の多くは、戯曲の中の他の登場人物に語りかけ
られるものだ。その台詞の箇所を取り入れたロイターの作品は、ピアニストと共に、舞台上、独りで歌唱する「歌曲」であ
るにも関わらず、あたかも周りに誰か人物が存在するかのような気がするのだ。これは他の 2 作曲家の作品の否定を意味す
るものではないが、演奏者には大きな助けになることは明らかだ。 
 この台詞の有無以外にも、ブラームス、シュトラウス、ロイターらは多くの作曲技法をもって狂気の少女、《オフェー
リアの歌》を作曲した。その作曲の方法と、オフェーリアの本来の性質、何が物語のなかで起こったか、これらを十分に理
解したとき、その歌唱方法は演奏者に委ねられるのだ。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
「作曲家たちから見たオフェーリア―ヘルマン・ロイター≪オフェーリアの３つの歌≫を中心に―」という題目で書かれ
た学位論文は、三章から構成されている。ヘルマン・ロイターの生涯と作品をたどった第一章では、ピアニスト、作曲家と
してのロイターの姿を描き出し、彼の作品群、歌曲作品、≪ハムレット≫について考察を行っている。また第二章では、ヨ
ハネス・ブラームスとリヒャルト・シュトラウスの≪オフェーリアの歌≫を取り上げ、ロイターのものと合わせて3人の作
曲家の≪オフェーリアの歌≫について楽曲分析を行っている。続く第三章では、第二章での考察に基づいてそれぞれの楽曲
の比較を行い、演奏の可能性を探っている。日本ではまだ取り上げられることの少ないロイターについての資料をよく集め、
ブラームスの楽曲の分析にも独自性が見られるなど、非常に興味深い内容の論文となっている。またシェイクスピアの戯曲
のドイツ語訳の比較なども丹念に行っており、この論文が力作、労作であることを窺わせる。他方、論述内容の視点は意義
深いものであると認められるものの、演奏に結びつけて考察しようとする論文の最終部分においては十分にまとめきれてい
ない感が拭えない。しかしこの点を考慮して更に考察を進めるならば、より完成度の高い研究となることであろう。論文の
構成、論点などの骨格はしっかりとしており、十分に学位取得に値する論文であると認められる。 
学位取得審査の演奏会は、前半はドイツ・リートの流れを大きく捉えるプログラムとしてライヒャルト、シューベルト、
シューマン、ブラームス、プフィッツナー、ツェムリンスキー、レーガーの歌曲で構成し、後半はチクルスのように並べた
ゲーラーの歌曲群と３つのオフェーリアの歌を含むロイターの歌曲群という、非常に意欲的な演奏会であった。それぞれの
歌曲を演奏している際の表情、発語、音楽的表現など、演奏家としての今後の歩みにも関わってくるであろう課題も垣間見
えたが、全体を通して演奏水準は高く、ドイツ歌曲史的な前半、多様な表情を見せたゲーラー、学位論文の研究内容と深く
結びついたロイターなど、これまでの研究の成果を十分に披露する演奏であった。 
以上の所見により、審査委員会において協議を行った結果、合格であると認める。 
